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社内で使用している機械類の日常的な
メンテナンス、トラブルの迅速な解決　 徳島県徳島市
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室内ドアや階段、クローゼットの扉など
木質系住宅内装部材の製造・販売

前職は業務が非常に忙しく、子ども達と顔を合わせ
るのは週末ぐらいだったため、もっと家族と一緒に
過ごす時間が欲しいと思ったのが転職のきっかけで
す。見学させてもらった時から雰囲気の良い会社だ
と思っていましたが、入社してからはそれをさらに
実感できています。平日に有給休暇を取って子ども
の学校行事に参加したり、休日に川遊びやバーベ
キューを楽しんだりと、オン・オフがきっちりと区
別できる生活になったので、家族からも喜ばれる良
い転職ができたと思います。

一人につき平均年 4 件の改善提案を実施していま
すが、中東氏は昨年、年 27 件の改善提案を提出し、
年間最多提出賞を受賞。中東氏の改善提案から生
産性の向上につながっています。

機械の修理に限らず、外部に作業を委託すると、時と
して「作業が完了するまで」や「納品するまで」で仕
事が完結してしまい、それをより使いやすくする方法
や、使い勝手向上のための提案までは及ばないことも
多々あります。中東氏は望まれた作業を完了した上で、
さらにその先についても考えており、仕事への熱意が
伝わってきます。中東氏のような徳島出身者には地元
企業を発展させることで徳島を盛り上げていこうとい
う地元愛が、また県外出身者には徳島とは異なる環境
で育まれた目線や知見があります。その双方を活かし
た相乗効果により製品や社内環境をより良くしていく
ことができればと考えています。

ドアメーカー、製造部課長主な経歴：

代表取締役社長

役職名： 生産技術部生産技術課 係長

中東 明史 氏

年　齢： 38 歳
家族構成：妻、子供 2 人
出身地： 還流ルート：徳島県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

工場内では、生産性を高めるために数多くの機械を使用していますが、それらにトラブルがあった際には、生
産工程に大きな影響を及ぼしてしまいます。故障をはじめとするトラブルを未然に防ぐためには、日常的なメ
ンテナンスが肝心となります。以前はその業務を一人の社員が担当しており、同時並行的に社内中の機械をメ
ンテナンスして回るには、どうしてもマンパワー的に無理がありました。また、その担当社員が 50 代という
こともあり、これまで培ってきた知識と技術を継承していける後継者を育てるという意味でも、機械分野に精
通した若いプロ人材を迎え入れることが望まれていました。

常に生産を継続できる社内体制の構築

機械の修理を外部に委託すると、コスト面で多少のメリットがあったとしても、問題を解決するのにどうして
も時間がかかってしまい、その遅れが生産現場では大きな損失となります。そのため、いつでも修理やメンテ
ナンスに対応できる即応部隊として活躍できる人材が必要でした。まずは、工場内にある機械についての知識
を深め、先輩社員と同レベルのスキルを身につけること。そして、今後予定している新工場稼働についても、
新たな設備の導入に向けたプロジェクトを推進していくことが求められます。類似した業界で、ドア作りだけ
でなく、機械設備に携わってきた中東氏は、当社の求める人材として、うってつけのスキルを有した存在でした。

前職でのスキルを活かした機械修理への対応

中東氏が入社して最初に取り組んでもらったのは、より安全に、かつ効率よく機械を動かすための改造の検討で
した。たとえば今までとは異なるグリスアップの方法など、中東氏自身が改善のポイントを見つけてくることも
あれば、社内からの要望を吸い上げて形にするものもありました。一台の改造が済んだら、次の一台へと横展開
していき、順次生産効率を向上させることに成功しました。また、担当が 1 人から 2 人に増えたことで、機械に
トラブルが発生した際の解決スピードも倍になり、複数の機械で同時に修理が必要な際に、戸惑うことや、優先
順位の付け方に悩むことがなくなりました。

トラブル処理の迅速化と、さらなる効率化の実現

鈴木 啓
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